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二世帯住宅と同居老親

Q:私はサラリーマンです。二世帯住宅に

両親と一緒に住んでいますが、週に1回ほど

一緒に夕食をとる程度で、それ以外はお互い

のプライベートな時間を多く持てるようにし

ています。

なお、私はお小遣い程度の金額を両親に毎

月渡しているのですが、両親を私の扶養親族

にできますか。

JK:扶養親族とすることはできません。

【解説】

扶養親族は、納税者と「生計を一にする」

ことをその要件の一つとしています。

この「生計を一にする」とは、必ずしも同

一家屋に居住している場合だけが該当すると

いうものではありません。例えば、別居して

いる両親に対して生活費を送金している場合

など、事実上同一家屋に居住している場合と

同様に扶養していることが明らかな場合には、

生計を一にしていると判断されます。

最近では、二世帯住宅などにおいて、両親

との付合い方をあらかじめ決めておき、お互

いのライフスタイルを大切にするという傾向

がよく見かけられますが、扶養親族に該当す

るかどうかは、両親の面倒をみているかどう

かが重要な判断基準となります。

両親の生活費のほとんどを負担しているよ

うな場合であれば生計を一にしているとして

扶養親族に該当することになりますが、週に

1回一緒に食事をし、お小遣いを渡している

程度であれば、生計を一にしているとは認め

られません。


